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「大連市における2016年度の日系企業向け展示会や商談会の開催予定について」 

 

山口銀行大連支店では、大連市人民政府や政府関連機関、日本の地方自治体などの公的

機関のほか日本の地方銀行・関連機関と連携し、大連市で開催される日系企業向けまたは

日本商品に関する展示会・商談会の企画や支援を行っており、中国進出や中国国内で販路

拡大を検討しているお取引先のサポートに積極的に取り組んでいます。 

今年度、大連市において開催予定で、当店が企画や支援（予定を含む）している展示会や

商談会について紹介いたします。 

 

１．日本商品大連地区巡回展 

  日時：2016 年 6 月 9 日（木）～12 日（日）[4 日間] 

  場所：大連市西崗区オリンピック広場 

  主催機関：大連市人民対外友好協会、大連市西崗区人民政府 

  実施機関：大連市中日経済合作交流協会、大連市西崗区商務局 

  協力機関：在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所、日本貿易振興機構大連事務所、

山口銀行大連支店他 

  出展費用：[標準]1 ブース（3m×3m）あたり 6,000 元/4 日間、日本から中国への商品

輸出にかかる費用や渡航費等は実費 

  ブース数：商品展示エリアや飲食エリアなど計 178 ブース（予定） 

  概要：会場内の個別ブース（屋外）に出展し、不特定多数のバイヤーとの商談や来場

者に対して商品販売を行う形式。巡回展開催期間中、大連留学生社団の文化イ

ベント「MA-TSU-RI 2016 夏之夜(大連日本文化祭り)」が 1～2 日程度行われる

予定。 

（１）本巡回展は今回で 2 回目の開催で、第 1 回は昨年 6 月 13 日(土)～21 日(日)の日程に

て同所で開催されました。第 1 回も大連留学生社団の文化イベントと共催で、入場者

数は 9 日間で延べ 50 万人の来場がありました(実施機関発表)。 

（２）第 1 回の巡回展では、日用品や化粧品、健康食品、海産物、台所用品、洋服、工芸

品、寝具、酒類、介護用品などに加え、日本の地方特産品など多くの商品が出展され

ました。商品の中には中国初登場のものも多数あり、中国のバイヤーや消費者の注目

【大連支店】 
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を集めました。 

（３）今回の巡回展においては、前回に比べ開催日数が短縮されていますが、従来の日本

商品展示販売エリアや飲食エリアに加え、日本観光や医療・健康診断ツアーエリア、

教育・不動産・高齢者産業エリアなどの拡充も図っていく予定であり、前回を上回る

盛り上がりが期待できます。 

（４）当店は本巡回展に協力しており、山口フィナンシャルグループ経由で申し込むと、

出展費用の優遇があります（出展費用：【標準】6,000 元/4 日間[1 日あたり 1,500 元]

→【優遇後】4,800 元/4 日間[1 日あたり 1,200 元]）。 

 

         
           【「日本商品大連地区巡回展」の様子】 

 

２．大連日本商品展覧会 

日時：2016 年 9 月 23 日（金）～25 日（日）[3 日間] 

  場所：大連世界博覧広場 A ホール（星海広場内） 

  主催機関：大連市人民政府、中国国際貿易促進委員会 

  実施機関：中国国際貿易促進委員会大連市分会、大連国際商会 

  協力機関：日本国際貿易促進協会、日本貿易振興機構大連事務所他 

  出展費用：[標準]1 ブース（3m×3m）あたり 3,000 元/3 日間、日本から中国への商品

輸出にかかる費用や渡航費等実費 

  ブース数：「食品・農産物・飲料」や「機械・工業技術・工業製品」、「地方 PR・観光」

など計 180 ブース（昨年度実績） 

  概要：会場内の個別ブース（屋内）に出展し、不特定多数のバイヤーとの商談や来場

者に対して商品販売を行う形式。 

  HP：www.jppdl.qrg 

（１）本展覧会は日中経済分野に特化した展示販売商談会で、中国国内で唯一の日本商品

に特化した展示販売商談会です。今回の開催で、8 回目の開催となります。前回の展覧

会では連日会場入り口に開場前から来場者が並ぶほどの盛況ぶりで、入場者数は 3 日
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間で約 4 万人（実施機関発表）でした。 

（２）前回の出展商品・種類は、調味料、日本茶、お菓子類、化粧品、健康食品、下駄、

内装・建築設計、観光案内、アパレル、農水産品、日本酒、インテリア商品など多岐

にわたっており、日本の伝統工芸や特産品である有田焼磁器、南部鉄瓶、京都宇治茶

なども出展しており、来場者の関心を集めていました。 

（３）前回の展覧会において、山口フィナンシャルグループは展覧会の案内及び出展の募

集を行い、積極的に協力を行いました。今回の展覧会においても山口フィナンシャル

グループとして協力・支援予定であり、山口フィナンシャルグループを通じて申し込

みを行うと出展費用の優遇等が受けられる見込みです。 

 

      

【「大連日本商品展覧会」の様子】 

 

３．大連－地方銀行合同ビジネス商談会（現時点での予定） 

日時：2016 年 11 月 18 日（金）[1 日間] 

  場所：大連フラマホテル 

  主催機関：大連市人民政府、地方銀行 13 行・グループ（伊予銀行、京都銀行、山陰合

同銀行、静岡銀行、七十七銀行、十六銀行、千葉銀行、八十二銀行、広島

銀行、ふくおかフィナンシャルグループ、北洋銀行、北陸銀行、山口フィ

ナンシャルグループ） 

  協賛：中国国際貿易促進委員会大連市分会、大連市中日経済合作交流協会、中国銀行

遼寧省分行、中国交通銀行大連市分行、大連銀行 

  出展費用：無料、渡航費等実費 

  日本側出展企業：119 社（昨年実績） 

  中国側参加企業：385 社（昨年実績） 

  概要：日本側出展企業は会場内の個別ブース（屋内）に出展し、事前に 30 分程度のコ

マを設け商談希望の中国側参加企業と個別座談対面形式で商談を行う。商品の

販売等は行わない。 

（１）本商談会は、各地方銀行が中国ビジネスに関心を持ち、中国進出や中国国内でのパ
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ートナーを求めるお取引先を集めて行われています。中国にある各地方銀行拠点と協

賛の中国政府関係機関、現地金融機関の協力で中国企業を紹介し、日本・中国企業間

のビジネスマッチングを通じて、お取引先の中国ビジネスをサポートするために開催

されており、今年で 7 回目の開催となります。 

（２）前回の本商談会では商談件数は 2,111 件と過去最多を記録し、大連市で開催される商

談会においては最大規模を誇る商談会の一つとなっています。 

（３）日本側出展企業の募集期間等詳細は今後決定しますが、詳細決定次第お取引先に本

商談会の案内をしていきます。 

 

 

【「大連－地方銀行合同ビジネス商談会」の様子】 

 

今回紹介した展示会や商談会のほかに、「大連ジャパンブランド展」や「日本文化ウィー

ク」など日本の商品や工業製品等の販促・アピールを目的とするイベントは大連市におい

て数多く開催されています。また、大連市に限らず、中国国内での日本企業の PR の場も年々

整備・拡大されており、日本企業の中国におけるビジネスチャンスが広がっております。

山口銀行大連支店では各関連機関と協調し、中国進出を検討されている企業や各地域の皆

様のお役に立てるよう引き続き尽力して参ります。 

 

以  上 
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